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前
回
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
現
場
技

術
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
タ
イ

に
お
け
る
飼
料
生
産
の
全
体
像
か
ら
日
本

と
の
相
違
点
を
考
え
て
み
た
い
。

タ
イ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
の
歴
史
を

紐
解
け
ば
、
日
本
と
い
う
飼
料
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

日
本
の
畜
産
業
界
の
発
展
し
た
１
９
５
０

年
代
、
飼
料
の
需
要
は
急
増
し
た
。
そ
の

際
に
我
が
国
は
政
策
的
に
国
内
自
給
で
は

な
く
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
る
と
い
う
選

択
肢
を
選
ん
で
い
る
。

当
時
、
主
な
輸
入
国
と
し
て
頼
っ
て
い

た
米
国
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
天
候
や

為
替
な
ど
の
影
響
で
価
格
変
動
が
大
き
い

と
い
う
難
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
た
め
に
、
距
離
の
近
い
タ
イ
で

の
飼
料
生
産
を
開
発
し
、
安
定
的
に
供
給

で
き
る
貿
易
体
制
を
構
築
し
た
の
だ
。
タ

イ
国
内
の
飼
料
会
社
は
港
近
く
に
飼
料
工

場
を
つ
く
り
、
農
家
に
種
と
肥
料
を
支
給

し
て
生
産
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
収
穫

物
を
港
に
運
び
、
船
に
積
ん
で
輸
出
す
る

と
い
う
体
制
を
整
備
し
た
。
60
年
に
は
約

50
万
ｔ
だ
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
出
量

は
、
そ
の
後
の
15
年
間
で
５
倍
弱
の
約
２

４
０
万
ｔ
に
ま
で
増
大
し
た
（
図
１
）。

し
か
し
、
80
年
代
に
入
り
、
貿
易
交
渉

が
決
裂
す
る
と
、
日
本
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

タイ・チェンマイを訪ねて
トウモロコシ生産を考える

タ
イ
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

生
産
の
歴
史

海外視察レポート

前回に続いて、タイのトウモロコシ生産の産業的背景に触れる。歴史を振り返れば、日本の飼料マ
ーケットが大きく関わっていたそうだ。その時代に誕生した飼料会社がアグリビジネス企業に成長
し、飼料生産から鶏肉や鶏肉加工の輸出にまで一気通貫で関わっていること。その輸出が民間主導
で急成長していること。学ぶべき点は多くある。かつてタイの農地でトウモロコシ生産が始まった
ように、日本の水田での国内生産は可能なのだろうか。（取材・まとめ　加藤祐子）

後編

供
給
は
再
び
米
国
に
頼
る
体
制
に
戻
っ

た
。
一
方
、
タ
イ
は
ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心

に
飼
料
の
需
要
先
を
開
拓
し
、
さ
ら
に
は

国
内
で
の
養
鶏
・
養
豚
を
発
展
さ
せ
て
、

輸
出
品
目
に
名
乗
り
を
上
げ
る
よ
う
に
な

る
。
76
年
に
始
ま
っ
た
鶏
肉
の
輸
出
、
90

年
代
に
な
る
と
鶏
肉
加
工
品
の
輸
出
が
急

成
長
し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
飼
料
の

国
内
消
費
量
を
大
幅
に
伸
ば
す
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
は
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量
は
横
ば
い
な
が
ら
、

輸
出
量
は
ゼ
ロ
に
近
い
。

戦
略
的
に
拡
大
し
た
タ
イ
で
の
飼
料
生

産
を
押
し
上
げ
た
の
は
、
現
在
の
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
を
リ
ー
ド
す
る
、
Ｃ
Ｐ
グ
ル
ー

プ
や
ベ
ー
タ
グ
ロ
と
い
っ
た
企
業
で
あ

る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
収
穫
後
、
乾
燥
・

調
製
、
粉
砕
し
て
養
鶏
・
養
豚
の
畜
産
農

家
の
も
と
へ
と
渡
る
。
各
農
家
の
経
営
面

積
は
数
ha�

規
模
と
零
細
な
た
め
、
乾
燥
・

調
製
施
設
や
粉
砕
ミ
ル
を
自
前
で
投
資
す

る
こ
と
は
お
ろ
か
、
地
元
集
荷
業
者
で
す

ら
ほ
と
ん
ど
所
有
し
て
い
な
い
。

図
２
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
か
ら
畜
産

農
家
ま
で
の
飼
料
の
流
れ
を
示
し
た
。
農

家
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
集
荷
す
る
方
法

は
い
く
つ
か
経
路
が
あ
る
が
、
最
終
的
に

は
各
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
が
直
営
す
る

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
集
約
さ

飼
料
生
産
か
ら
鶏
肉
・
豚
肉
加
工

ま
で
一
気
通
貫
で
面
倒
を
み
る



先
割 ● 初

校 ● 二
校 ● 校

正
回
数 03 校

了 05/13

12農業経営者 2014 年 6 月号

れ
、
ま
と
め
て
乾
燥
・
調
製
し
、
粉
砕
す

る
。
農
協
は
農
家
の
資
金
調
達
に
は
関
与

す
る
も
の
の
、
一
般
的
に
は
収
穫
物
の
集

出
荷
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
仲
買
人
（
集

荷
業
者
）
か
飼
料
会
社
が
農
家
と
直
接
契

約
し
て
い
る
。
多
く
の
場
合
で
、
飼
料
会

社
が
栽
培
前
に
種
子
と
肥
料
を
セ
ッ
ト
で

供
給
す
る
時
点
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
と
い

う
わ
け
だ
。

飼
料
を
供
給
し
た
畜
産
農
家
に
対
し
て

も
同
じ
で
、
飼
料
を
提
供
し
た
後
、
肥
育

し
た
鶏
や
豚
の
食
肉
加
工
ま
で
を
引
き
受

け
る
形
で
展
開
し
て
い
る
。
飼
料
の
ほ
か

子
豚
や
ワ
ク
チ
ン
、
そ
の
他
必
要
な
資
材

も
支
給
さ
れ
る
。

一
気
通
貫
で
関
わ
る
企
業
側
は
、
計
画

的
な
生
産
・
輸
出
が
可
能
に
な
り
、
品
質

面
で
も
均
質
な
飼
料
原
料
、
食
肉
原
料
を

確
保
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で

き
る
わ
け
だ
。
民
間
主
導
で
展
開
し
て
い

る
構
造
が
、
農
協
の
勢
力
が
強
い
日
本
と

は
そ
も
そ
も
大
き
く
異
な
る
。

タ
イ
が
自
国
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
て

い
る
間
も
、
我
が
国
で
は
飼
料
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
輸
入
に
頼
り
続
け
て
き
た
。
日

本
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
入
量
と
そ
の
平
均

輸
入
価
格
を
図
３
に
示
し
た
。
昨
年
は
米

国
の
ほ
か
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら

の
輸
入
量
が
多
か
っ
た
が
、
平
均
輸
入
価

格
は
00
年
を
過
ぎ
て
高
騰
を
続
け
、
輸
入

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

0

100

200

300

400

500

600

19
61

19
64

19
67

19
70

19
73

19
76

19
79

19
82

19
85

19
88

19
91

19
94

19
97

20
00

20
03

20
06

20
09

鶏
肉
・
鶏
肉
加
工
品
の
輸
出
量
［
万
ｔ
］

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
出
量
・
国
内
生
産
量
［
万
ｔ
］ 国内消費量
輸出量
鶏肉の輸出量
鶏肉加工品の輸出量

図2：タイのトウモロコシ生産量と輸出品目の変化 ※FAO統計データをもとに編集部で作成※貿易統計データによる図3：日本のトウモロコシ輸入量と平均輸入単価の推移

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45
50

0

200

19
70

19
73

19
76

19
79

19
82

19
85

19
88

19
91

19
94

19
97

20
00

20
03

20
06

20
09

20
12

400

600

800

1000

1200

1400

平
均
輸
入
単
価
［
円
/㎏
］

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
輸
入
量
［
万
ｔ
］

輸入量 平均輸入価格

■1�

■2

■3■4 ■5

種・肥料等の支給

地元の
一次仲買人

飼料

直接経営

子豚やワクチン・
資材等の支給

食肉加工図1：トウモロコシ生産から食肉加工までの流れ

カントリーエレベーター

トウモロコシ生産農家

畜産農家（主に養鶏・養豚）

地元の
二次仲買人

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
企
業

国
際
相
場
の
上
昇
の
影
響

トラックに積まれた手もぎのトウモロコシ

圃場近くのトウモロコシ搬送用のベルトコンベア

トラックスケールも装備されている 農協の野菜・穀物の集荷スペース 支給された肥料が倉庫に積み上げられている

水はけが悪い圃場
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量
が
減
少
す
る
ほ
ど
に
飼
料
調
達
は
追
い

込
ま
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
タ
イ
で
の

飼
料
生
産
を
開
発
し
た
よ
う
に
、
新
た
な

調
達
先
の
模
索
も
リ
ス
ク
回
避
に
は
重
要

だ
が
、
日
本
国
内
で
の
生
産
で
は
割
が
合

わ
な
い
と
い
う
思
い
込
み
も
今
の
時
代
な

ら
打
破
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

か
つ
て
の
高
米
価
時
代
に
は
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
輸
入
価
格
は
１
㎏
当
た
り
12
～

20
円
台
を
維
持
し
て
い
た
。
圧
倒
的
に
、

畜
産
農
家
と
し
て
は
飼
料
を
購
入
し
、
コ

メ
を
作
付
け
し
て
販
売
す
る
ほ
う
が
儲
か

っ
た
の
だ
。
賢
い
商
売
人
で
あ
れ
ば
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
自
給
す
る
と
い
う
選
択
肢

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
国
際
価
格
が
高
騰
し
た
い

ま
、
海
外
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
安
価
で
持

ち
込
む
と
い
う
日
本
の
畜
産
業
界
の
「
常

識
」
が
狂
い
始
め
て
い
る
。
同
時
に
、
高

米
価
政
策
も
転
換
を
迫
ら
れ
、
水
田
で
の

飼
料
生
産
に
交
付
金
が
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
。
品
種
の
収
量
性
が
向
上
し
、
生
産
し

や
す
く
な
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
水
稲

に
比
べ
て
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
が
少

な
く
て
済
む
。
前
回
紹
介
し
た
よ
う
に
こ

の
優
位
性
は
、
タ
イ
の
農
家
に
と
っ
て
も

作
付
け
品
目
を
選
ぶ
た
め
に
水
利
条
件
と

と
も
に
天
秤
に
か
け
る
重
要
な
要
素
に
も

な
っ
て
い
る
。コ
メ
か
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
、

そ
の
他
の
野
菜
か
。
日
本
で
も
同
じ
状
況

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
タ
イ
の
乾
季
は
気
温
が
高

く
多
雨
を
避
け
ら
れ
る
と
い
う
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
栽
培
に
は
有
利
な
条
件
を
備
え
て
い

る
。
日
本
は
高
温
期
に
し
ば
し
ば
降
雨
に

見
舞
わ
れ
、
近
年
は
局
所
的
な
豪
雨
に
も

襲
わ
れ
る
リ
ス
ク
は
高
ま
っ
て
い
る
の

で
、
環
境
条
件
は
不
利
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
原
野
を
開
墾
し
た
当
時
は
肥

沃
だ
っ
た
タ
イ
の
農
地
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
成
長
に
必
要
な
大
量
の
窒
素
成
分
を

化
学
肥
料
に
頼
る
傾
向
に
あ
る
。
現
在
で

も
栽
培
が
始
ま
っ
た
当
初
と
同
じ
方
法

で
、
人
が
地
面
に
穴
を
あ
け
、
種
を
蒔
い

て
い
て
、
機
械
作
業
に
よ
る
深
耕
や
土
壌

微
生
物
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
取
り
組
み

は
、
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
。
排
水
性
の

悪
い
圃
場
や
灌
が
い
が
不
十
分
な
圃
場
、

雑
草
が
繁
茂
し
た
条
件
で
は
、
タ
イ
で
も

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
十
分
に
成
長
し
な
い
。

虫
や
病
気
の
被
害
や
嵐
に
よ
る
倒
伏
の
ほ

か
、
雹
に
よ
る
被
害
も
報
告
が
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
タ
イ
で
収
量
が
増
大

し
て
い
る
の
は
、
民
間
の
ハ
イ
ブ
レ
ッ
ド

品
種
の
投
入
な
ど
品
種
改
良
の
貢
献
が
大

き
い
。
収
量
増
大
や
耐
病
性
な
ど
を
改
善

し
た
非
遺
伝
子
組
み
換
え
品
種
が
毎
年
の

よ
う
に
登
場
し
て
い
る
。

世
界
で
も
稀
に
見
る
優
良
な
水
利
シ
ス

テ
ム
が
整
っ
た
圃
場
と
機
械
装
備
が
揃
っ

た
日
本
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
好
む
、
水
は

け
の
良
さ
と
必
要
な
灌
が
い
が
確
保
で
き

れ
ば
、
国
内
生
産
も
困
窮
す
る
飼
料
調
達

の
解
決
策
に
な
り
得
る
は
ず
で
あ
る
。
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水はけが悪い圃場
灌がいが不十分で、
水が不足している圃場

除草剤が効かず、雑草が
繁茂している圃場

ハイブリッド品種は根張りの良い
倒伏に強い品種と収量性に優れ
た品種などをかけ合わせている

嵐によって倒伏したトウモロコシ

雹の被害により、ダメージを
受けたトウモロコシ

作付け時期の異なるトウモロコシ作付け圃場が
連なる様子は、タイの乾季の一般的な風景

（参考文献）・JETRO　調査研究報告書「食料危機と途上国におけるトウモロコシの需要と供給」
　　　　　　http://www.ide.go.jp/Japanese/Publish/Download/Report/2009/2009_407.html
　　　　　・月報「畜産の情報」2010 年 3月　ALIC　農畜産業振興機構
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